
大地震や風水害などの災害が発生して家屋にとどまることが危険になった場合には、落ち着いてすばやく避難
する必要があります。まずは自分（家）のおかれた災害危険度の把握に努めましょう。そしてみんなで助け合い
事前確認した最寄の避難所等へ落ち着いて早めに避難できるようにしましょう！

大地震や風水害などの災害が発生して自宅等にとどまることが危険になった場合は、落ち着いて速やかな避難行動を
とりましょう。災害時の避難所には、指定緊急避難場所と指定避難所がありますが、災害の種別や程度に応じて開設する避
難所が異なりますので、それぞれの役割の違いを覚えておきましょう。

「避難しよう」と判断するのはあなた自身です。
避難することで助かるのは、「あなたの命」である
ことを強く認識してください。

過去の災害で大丈夫だったからといって安心で
きません。過去より悪い方向に状況が進む場合が
あります。

実際には災害が発生せず、避難したことが「空
振り」に終わったとしても、「被害がなくて幸運だっ
た」と前向きに受け止めましょう。

避難勧告等が発令されている区域はあくまで
も目安です。その区域外でも、危険を感じたら速
やかに避難する必要があります。

自宅等

自治公民館
集会所など

避難順序

危険から身を守る場所 自宅が被災した時に
滞在する場所

災害により住宅を失った
場合等において、一定期間
避難生活をする場所

指定緊急避難場所
切迫した災害の危険から
命を守るために避難する場所

指定避難所

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落ちることをいいます。
がけ崩れは突然起きるため、人家の近くで起きると逃げ遅れる人も多く、被害者の割合も高くなっています。

傾斜度が30度以上で高さ5m以上の区域。
急傾斜地の上端から水平距離が10m以内の区域。

土石流の発生のおそれのある渓流において、
扇頂部から下流で勾配2度以上の区域。

地すべり区域（地すべりしている区域または地すべりするおそれのある区域）。
地すべり区域下端から、地すべり地塊の長さに相当する距離（250mを超える場合は、
250m）の範囲内の区域。

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。普段と違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

土砂災害警戒情報が発表されていなくても、普段と異なる状況
「土砂災害の前兆」に気づいた場合には、直ちに周りの人と安全な
場所へ避難しましょう。また、日頃から危険箇所や避難する経路を
確認しておくことも重要です。

土砂災害

大雨などにより、川の水量の増加や地中にしみこんだ水分などが起因となり、大きな災害に発展する場合が
あります。事前にその災害のメカニズムを理解し、自分の地域の危険性を把握しておきましょう。

山腹・川底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押し流されることをいいます。その流れの速さは
規模によって異なりますが、時速20～40kmという速度で一瞬のうちに人家や畑などを壊滅させてしまいます。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響と重力によってゆっくりと斜面下方に移動する現象のことをいいます。ひとたび
発生すると、広い範囲に甚大な被害を与えます。また一旦動き出すと、これを完全に停止させることは非常に困難です。
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がけ崩れ発生

土石流発生

地すべり発生

小石が落ちる

木が倒れる

ひびわれが入る

頭部のひびわれ

わき水の量
が増える

ひびわれが
大きくなる

小石が
バラバラ落ちる

わき水が止まる
（あるいは噴きだす）

根の切れる
音がする

木が傾いたり
倒れる

るすがり鳴地・  り鳴山な常異・
・山の樹木がザワザワと騒ぐ
・山の裂ける音がする
・腐った土のにおいがする
・流木が混じる

池が濁る

斜面にひびわれ
ひびわれ・段差ができる

川が濁る

家が傾く
水が噴出する

木の騒ぐ音・
裂ける音がする

道路などに
ひびわれ

道路などに
ひびわれ

川の水位が急に下がる

急に水が濁る
流木が混じる

チョロチョロ

土砂の流れる方向に対して直角に
逃げよう。

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

土砂災害が発生した場合には、住民等の生命又は
身体に危害が生ずるおそれがある区域。

土砂災害警戒区域のうち、土砂災害が発生した場
合には建築物に損壊が生じ、住民等の生命又は身
体に著しい危害が生ずるおそれがある区域。

避難時の注意点 土砂災害
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